
  
  
  
 
 

18:00～19:00  座長： 森野禎浩（板橋中央病院）、伊藤良明（川崎社会保険病院） 

  
1. 前下行枝に対するロータブレーターの際に IVUS 上、逆向性解離を生じた

と考えられた 1 症例 
順天堂伊豆長岡病院 循環器科  田村 浩、住吉正孝、西野顕久、正木克由規、

松永江津子、川村正樹、峰田自章、小嶋 諭、諏訪 哲、中田八州郎 
 

 
2. 左前下行枝近位部に対する DCA 施行中に興味ある IVUS 所見を認めた

一例 
心臓血管研究所付属病院 循環器内科  山下 淳、矢嶋純二、及川裕二、

白岩 理、合田あゆみ、永島和幸、桐ヶ谷肇、相澤忠範 
 

 
3. Subintima にガイドワイヤーが通り、そのまま冠動脈形成術を施行したとこ

ろ slow flow となった症例 
獨協医科大学越谷病院 循環器内科  市原美智子 
 

  

19:00～20:00  座長： 小林欣夫（千葉大学医学部）、矢嶋純二（心臓血管研究所付属病院） 

  

4. ステント留置術後に形成された冠動脈瘤が自然閉鎖した症例 
   横浜市立大学市民総合医療センター心臓血管センター 
   矢野英人、日比 潔、古川恵理、清水智明、野澤直樹、尾崎弘幸、草間郁好、 
    戸田憲孝、小菅雅美、木村一雄 
 
 
5. Palmaz-Schatz ステント留置後 10 年でステント内再狭窄を認め、IVUS 上

陰影欠損像を呈した 1 例 
帝京大学医学部附属病院 循環器科  山本義人 
 

 
6. Attenuation の病理組織的検討 
  東邦大学大橋病院 循環器内科  角田太郎 
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